
8月 27〜31日東アジア学国際シンポジウム inモンゴルに参加

モンゴル国立大の 2日目。
モンゴル国立大 Tumurbaatar、北京大ハオビン所長、に続き藤本所長の挨拶。
日本側、星野俊也先生 key note は Smart Balancing East Asia 非核、ソフトパワーの戦略を取る日本、モン
ゴルはモデルに。

5つの Session に分かれ、中国、ロシア、モンゴル、台湾、NZ、韓国、カナダ、スエーデン、アメリカの研究者が
発表して discussion する貴重な場。
安全保障ー大阪大田中仁先生、経済関係ー大阪市大脇村先生も発表。

本学の石田先生「日本のムスリムの考察」オランゲレル先生「移民を認めない日本の移民政策」

村上先生「アニメ文化と欧米コミックの比較から」の報告を聞く。

レクチャー、QA全て英語 abstract 読むのがやっと、もっと勉強しておけばと、毎回反省！


